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各都道府県知事 殿

｢診療情報の提供告別こ関する指針｣の一一;J.LJS改二J'仁について

今般､r診療情報の提供等に関する指針｣(平成 15年 9月 121‡l付け医政雅的

0912001J% ｢診療情報の提供等に関する指針の'*定について｣の別添)の-一字.r･IS

を別紙のとおり改:LliすることとしたD 飴職においては､改正の内容について御

了9:･Ilの上､愚管内の医療機関執 こ対して周知万お願いするB



O｢診療情報の提供等に関する指針の策定について｣の一部改正に係る新旧対照表

新

(別添)

1-6 (略)

7 診療記録の開示

(1い (2) (略)

(3) 診療記録の開示に関する手続き

P.医療機関の管理者は､以下を参考にして､診療畠鋲の開示手続を定めな
ければならない｡

① 診療記録の開示を求めようとする者は､医療機関の管盛者が定めた方

式に従って､医療機関の管理者に対して申し立てる｡なお､申立ての方

式は書面による申立てとすることが望ましいが､患者等の自由な申立て

を阻害しないため､圃垂等の未申に係る申立て書面に理由欄を設哩旦こ

となどにより申立ての理由の記載を要求すること､申立ての理由を尋ね

五三とは不適切である｡

② ･③ (略)

(4)診療録の開示に要する費用

○ 医療機関の管理者は､申立人から､診療韓の開示に要する費用を徴収す

一ることができる｡その費用は､実費を勘案して合理的であると認められる

範囲内の額としなければならない｡

(別添)

1-6 (略)

7 診療記録の開示

(1卜 (2) (略)

(3) 診療記録の開示に関する手続き

○ 医療機関の管理者は､以下を参考にして､診療記録の開示手続を定め

なければならない｡

① 診療記録の開示を求めようとする者は､医療機関の管理者が定めた

方式に従って､医療桟関の管理者に対して申し立てる｡なお､申立て

の方式は書面による申立てとすることが望ましいが､患者等の自由な

申立てを阻害しないため､申立ての理由の記載を要求することは不適

切である｡

② ･③ (略)

(4)診療録の開示に一要する費用

○ 医療機関の管理者は､申立人から､診療録の開示に要する費用を徴収
することができる｡


